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連弾
　バイエルピアノ教則本には連弾が数曲載っている。
　アンサンブルの練習はお互いの音を聴きあって一緒に音楽を作っていく
面で非常に勉強になる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　バイエルピァノ教則本の弾き方の研究
ただし、生徒の楽譜には強弱や発想標語が書いてないので、先生のパー
トに書いてあるディナーミックを参考にして合わせて弾くこと。
おわりに
　以上述べてきた様に、バイエルピアノ教則本は色々な事を習得出来る優
れた教則本である。
　全体を大まかに見てきたが、一曲一曲には色んな注意点があり、指定し
た番号以外にも同様な注意をしなければいけない曲がある事は言わずとし
れたことでる。
　又、述べてきた事はバイエルピアノ教則本以外の曲にも応用出来る事で
ある。
　楽譜を丁寧に読み、この曲は何を勉強するかを理解する事によって、よ
り良い練習が出来き、音楽的にも深みが出てくる。
　「つもり」をなくすには自分の演奏を録音し聴く事や、人に聴いてもら
う事である。
　又、同じ曲を人がどの様に弾いているかを聴く事も大切である。
　8分音符や発想記号、強弱の指示のない43番までに、旋律の流れや
ハーモニー、拍子による強弱をしっかり身に付けておくと、テクニック的
に難しくなるそれ以降の曲に対して、それぞれの対応が楽になる。
　時間に余裕があれば全曲弾くに越した事はないが、それが無理な時は、
それぞれのポイントを含んだ曲を選んでしっかり弾きこなせば、必要なも
のは十分習得出来るはずである。
　この書がバイエルピアノ教則本を学んでいる人の参考になる事や途中で
諦めてしまった学生の「手引き書」となり、再びピアノに向かうきっかけ
になってくれれば幸いです。
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